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粒子線などの放射線がん治療の高度化により、より洗練された

三次元線量分布が作成可能となってきています。これに対して、

放射線がん治療で計画される三次元線量分布を検証可能な三次

元ゲル線量計の開発を進めています。 

本発表では、これまでのゲル線量計に関する研究の紹介と近年

開発した放射線の種類(線質)により感度が変化しないナノコン

ポジットゲル線量計について紹介させていただきます。 


